
その四 育児食碓詰についての測定結果  

RESULTS OF THE MEASUREMENT OF THE RATE OF HEAT   

PENETRATrONIN PROCESSING CANNED BABY FOOD．   

Heat penetrationinto pasty baby food packedin No．6can（japanese can name）was  

determined．the heat penetration curve obtained could be r’epresented by a single straight  

line on the semi－log paper as shownirlthe fig．I．The heat penetration data obtained were  

givenin the table3and4．Alowest value of kwas as smallas O．090cm2／min．  

第1節  緒  口   

腰詰育児食ほ第2節に記戦しているようにぞの主／捧ほジャガイモ（Solanumtuberosum）で、  

それにタマネギ、乾燥卵、バクーおよびその他の材料が紋り合され「のり」状に作られ躍詰にされ  

たものである。したがって、この確詰の殺菌加熱中における熱流を支配するものほ熱伝導で、しか  

も前に記覇のカンショ躍語とともに、膵詰食品のうちで熟伝達のもっとも遅いグループに属するf膵  

詰を代表するものではないかと考えられることから、その熟流の状態について記叙し、考察するこ   

とにした。   

ちなみに、この碓詰ほ第2次ttl二界戦争終結後の困難庵食糧事情のもとにおいて、育児の重大性が  

考えられ、とくに創製されたもので、当時としては新製品であったため、それの熱伝達速度測定の  

必要に迫られた兵庫照合同権詰株式会社の依頼を受け、1946年11J］1”5日に測定の行われたも  

のである。  

第 2 節  実験材料と測定方法  

実験に供した材料は兵庫県合同擢詰株式会社にて調製のうえ提供されたものであって、およそ次  

のごとき主材料の組合わせによるものであるり  

ジャガイモ  15kgs．  

塩  0．244kg．  

植 物 油  0．188kg．  

バ ク ー  0．450kg．  

タ マ ネギ  5．625kgs．  

乾 燥卵  0．488kg．  

砂  糖  0．750kg．   

以上は一度膵詰にされ7ポンド60分間力口熱されたもので、その212グラムが6号措に充てんさ  

れてふた付密封され、また絆胴から温度計がそう入されて温度計の水銀溜が「躍」の幾何学的中心  

点に位置するように固定され、1100C で加熱された腫詰の中心、点における経特約温度変化が記録  
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された。なおこの測定からやく1カ月前の1946年10月中において、やほり兵庫県合同躍詰株式会  

社の依頼によって同一製品の一肢分析が行われ次のごとき結果が得られているので参考のためあわ  

せ記載しておく。  

表1：兵衛県合同紺詰株式会社製育児食かん詰の一般分析結果  

第 3 節  測 定 結 果  

測定の結果得られた数値は表2に記載のとおりである。  

表 2：笥児食かん詰の熱伝達連隊測定結果  
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表 2（続き）：育児食かん詰の熱伝達速陛測定結果   

試戯かん詰 。／鳩．3  

測憩唖・…1946年11日2日   

豹」温（IT）・・・・・・ ‥・ 220（プ   

殺菌加熱混度（RT）‥1100（J  

温匠上昇仲間……・・・‥・14分   

内学事卦‥▲   … 212gIllS．  

試願かん詰  ノ侵． 4  試厭かん詰  Jご．5  

測定沌……‥ 1916年11月5日   

／初混（IT）………・＝ 210しj   

鎧菌加熱根性（RT）…1100し1   

混壁上昇時間……・・…‥・ 14分   

内ホ量＝‥   ・‥・2］2gms．   

測定叫∴ …1946年11月5日   

初氾（IT）‥＝…・・21．50（】   

殺菌加国情‡乾（RT）・110L（1   

～、【】1軽上昇時聞‥・ ・・・ 17分   

内容罠・・…‥‥ ・■・ 212g111S．  
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図 1：＝肯り〔上＿食か ん詰の加1熱血挽  

かん亀＝6号かん  RT＝110Dり（2300Ⅰリ  
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第 4 節  測定結果についての考察   

図1に見られるように、いずれも加熱初期を除けば、加熱曲線ほ直線をなすものとして取り扱う  

ことができる。   

各加熱曲線の払およびjの値を計算し表示すると以下の表3のとおりである。  

表 3：育児食かん詰（6号かん）の加熱曲線のfhおよびjの値  

RT  】  の  値  

fh  
L／憬．  温皮上  

（0（」）  （分）  

加熱開始時を起慧警ヒ享≡ 点とした場合   

L場合   

1   14  32．2  2．1721．215 j 。．797   
2  110  
3   〝】  31．5  

】   
u …：：…；：：…；；j：：；；；   

4   〝   17  31．8  2．366 弓 1．159io．691   
5   〝   14  32．1  n 2・110】1・176   0・774   

平  均   1100【  14．6  32．2  2・204 1・206   0・779  

Ballの係数をもって、加熱開始時の修正を行い、iの値を計算して求められる平均値は、1．21  

で、理論値に比較してかなり低い。また01son＆Jacksonのh／d と jの実験値との関係曲線に  

あてはめてみても、なおやく 0．3程度小さい。   

他方Retortに腫詰を入れて加熱を開始した時を起点として計算したjの値の平均は2．2で、  

これは理論値より高い、前章でも述べたように温度上昇時間をRT加熱等値時間に換算する係数に  

よってjの値が変り、しかもRetort の温度上昇状態によって係数が大きく変動するので理論値か  

らの偏りについては、係数にかなりの問題があるように思える。   

温 度伝導度k   

各試験確について得られたmの値から温度伝導度kを計算すると表4のごとき数値が得られ  

る。  

表 4：かん詰育児食のk（Cm望／min．）  

か ん 型  〟． l 

Rrl－   

fh（分）   

d三≧．fn   k＝d2・fn／蝕   

6 号 か ん   1  1100u   32・213・026㌘  0．0940   

〝   2  〝   ㍊．5   〝  0．0903   

〝   3  ／／   0．0961   

〝   4  〝  31．5】〝 31・8】〝  0．0952   

〝  5  〝  32．1 【 〝  0．0943   
l  

平  均  32・2  0．094   
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なお上の計算に使用のd2・fnほ表5のごとく計管して得られたものである。  

表 5：6号かんのd2・fn（Cm9）・（d＝7．4cm，h＝5．4cm）   

平均値からみて、確詰育児食の温度伝導度kほ前記の確話力ンショのそれにはぼ等しいというこ   

とができる。  

必要な殺菌加熱時問   

Ballのformula rnethodにしたがい、Cl．botulinumの芽胞の耐熱度と、試験番号No・2（熱伝  

達の速さがもっとも遅い）の加熱曲線とを計算資料にして、6号確に詰められた育児食膵詰の殺菌  

加熱時問を計算して以」Fのごとき結果が得られた。  

ただし計算の条件は  

RT；2300F（1100C） IT＝71．60F（22t’C）  

払＝33．5分  j＝1．246  温度＿上昇時問＝14分   

計算式はBallの  

Bb＝払（log jト1ng g）   

ちb＝所要の殺菌加熱時問（分）  

gを求めるには、まず払／Uを計算し、しかるのちに、Bauの払／U：g関係数値表から、先に  

一束めてえられたfh／U に対■応するgを求める。  

U＝F。・Fi， Cl．botulinumの芽胞に対しては、  

F。＝2．78  

250－RT  ’  
1百 

Fi＝log1  
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表 6：育肥食かん詰の殺菌加熱l別間計算結果   

殺菌加熱時聞（分）  fh  

（分）  

fh／u  log g   

Bb r 一  

6号かん 33．5  2．29527  0．93 」1．6434589分 97分   

以上は初温22二Cの措詰をRetortに入れ、加熱開始後14分間でRT＝110⊂C（＝230てF）に、  

Retortの温度が到達する場合における所要加熱時間数で、加熱開始後97分聞、110OCに到達し  

てからは83分間の加熱時問を必要とすることを示している。J  

第 5 節  摘  要   

1．1946年禾に兵庫県合同膵誌麻式会社の依掛こよって行われた育児食膵詰の熱伝達速度の測定結  

果について記載した。供試の内幕物ほはぼ80％の水分を含有したのり状体で熱伝導の支配的  

な熱流のみられる標語の1例として好個のものであると考えられた。使用確型ほ6号躍であ  

る。  

2．log（RT－CT）と加熱時問との関係肋細（加熱曲線）は、加熱の初期を除くとほぼ直線をなす  

ことほ、これまでに記盲l試してきた、脱力くマックケおよびカンショの擢詰の場合と同様である（、  

3．供試の讃濯型ほ6号確というような小型膵であったにかかわらず加熱曲線の勾配払ほ平均32．2  

分・というような高しイ直を示し、熱伝導の支配的な躍詰の持徴がでているとみられる。  

4．温度伝導度kほ平均0．094cm2／minを示し、前記のつぶ しカンショ碓詰のkの平均値と一  

致している。そしてこの最低値ほ0．090cm2／minで水のそれに近い（つ  

5．jの実験値ほ平均1．21で理論値に比較してかなり低く、01son＆Jacksonのh／dとjの実験  

値との関係曲線に照し合せてみてもなおやく 0．3程度低い。 しかしレトルトの温度上昇時間  

を′そのまま殺菌加熱時問に加算して求められたjの値は理論個より高くなるのでレトルトの温  

度上昇時問を殺菌温度での加熱時問に加算する加算率に問題があるように考えられる。  

6．熱伝達速度の遅いことでほ一典型的とみられ、しかも非酸性の、この内客物の躍詰では6号確と  

いうかなりの小型膵であるにもかかわらず、その殺菌には1100C で89分という長時間の加  

熱の必要であることが示された。  
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